
 

 

 

 

新型コロナウイルス院内の集団感染について（第３報） 
 

【発生経過】 
すでに、報告したように 2022年 7月 11（月）日から 12日（火）にかけ、 

新型コロナ感染症の陽性者が同一病棟内で 7名発生いたしました。その後、 

同病棟では 7/21（木）までに病院職員、患者を含む 1８名が陽性となりまし

た。以降の感染収束を確認しながら、7/25（月）より通常入院の受け入れを 

再開しています。 

また、新たに 7/18（月）から 7/20（水）にかけ、別の病棟で 12名の集団 

感染が発生しました。その後、断続的に陽性者が増加し、7/27（水）までに 

病院職員、患者を含む 33名が陽性となりました。 

両病棟の感染経路が同一経路か否かは不明ですが、引き続き、拡大阻止に 

全力を尽くして参ります。 

 

【現在の対応】  
① ICT（感染対策チーム）を中心とした感染防止 

② 発生病棟での新規入院患者の受け入れの中止 

③ PCR検査を強化、継続 

④ 緊急でない手術の延期または中止 

⑤ 救急医療および一部の一般診療は継続 

 

今後の経過は随時ホームページにて報告します。 

 

                      2022年 7月 29日 

病院長 久貝忠男  


